
点
と
は
逆
に
、
非
人
に
も
授
戒
が
な
さ
れ
、
持
戒
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ

り
、
非
人
へ
の
授
戒
が
多
様
な
戒
に
よ
る
全
階
層
の
救
済
と
い
う
叡
尊
教

団
に
特
徴
的
な
活
動
を
導
き
出
し
た
、
と
い
う
見
方
も
成
り
立
ち
う
る
の

で
は
な
い
か
。
各
階
層
の
生
活
条
件
に
即
し
た
、
比
丘
戒
か
ら
八
斎
戒
に

い
た
る
多
様
な
戒
が
、
全
階
層
に
一
貫
す
る
救
済
方
法
と
し
て
想
定
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
側
面
が
、
「
七
衆
」
教
団
の
形
成
（
『
感

身
学
正
記
』
建
長
元
年
・
一
二
四
九
条
お
よ
び
『
元
亨
釈
書
』
西
大
寺
叡
尊
伝
）

と
し
て
記
録
さ
れ
る
叡
尊
の
宗
教
活
動
の
主
眼
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

戒
律
以
外
の
多
様
な
信
仰
・
行
法
の
把
握
と
い
う
著
者
の
方
針
と
は
逆

に
、
授
戒
活
動
の
視
点
か
ら
の
読
後
感
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
評
者
は
、

筆
者
が
本
書
第
一
部
で
検
討
さ
れ
た
叡
尊
以
前
の
南
都
仏
教
研
究
の
必
要

と
同
じ
く
、
伝
統
と
変
化
を
追
う
と
い
う
意
味
で
、
戒
律
活
動
も
含
め
て

叡
尊
・
忍
性
以
降
の
教
団
の
展
開
を
追
跡
す
る
必
要
を
感
じ
る
。
第
二
部

第
六
章
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
叡
尊
と
そ
の
後
継
者
忍
性
は
異
質
な
性

格
を
も
つ
し
、
叡
尊
没
後
の
教
団
指
導
者
に
つ
い
て
も
、
鎌
倉
の
忍
性
だ

け
で
は
な
く
、
叡
尊
を
継
い
だ
西
大
寺
二
世
長
老
信
空
を
視
野
に
入
れ
て

論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
祖
師
た
ち
の
世
代
以
降
の
鎌
倉
仏
教
の
展
開

を
、
著
者
が
本
書
で
お
こ
な
っ
た
よ
う
に
幅
広
い
信
仰
世
界
を
ふ
ま
え
て

記
述
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
本
書
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
次
の
課
題
で
あ
る

壷
フ
。

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

本
書
は
、
前
田
勉
氏
が
こ
れ
ま
で
意
欲
的
に
進
め
て
き
た
近
世
日
本
思

想
史
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
。
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
本
書
は
多
く
の

生
産
的
知
見
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
学
界
を
碑
益
す
る
こ
と
大
な
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
わ
た
く
し
自
身
、
本
書
所
収
の
多
く
の
論
文

を
発
表
当
時
に
拝
読
し
て
多
大
な
刺
激
を
う
け
た
。
こ
の
た
び
こ
の
よ
う

な
形
で
公
刊
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
「
目
次
」
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
。

序
章
近
世
日
本
思
想
史
の
対
立
軸
と
し
て
の
兵
学
と
朱
子
学

第
一
節
朱
子
学
不
適
合
説
の
問
題

第
二
節
兵
営
国
家
と
兵
学

第
三
節
近
世
日
本
の
朱
子
学
の
可
能
性

第
四
節
兵
学
と
朱
子
学
の
対
立
点

第
一
章
林
家
の
朱
子
学

第
一
節
林
羅
山
の
挫
折

第
二
節
林
読
耕
斎
の
隠
逸
願
望

前
田
勉
著

『
近
世
日
本
の
儒
学
と
兵
学
』

（
ペ
リ
か
ん
社
・
一
九
九
六
年
）

ー

高
橋
文
博
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第
一
節
『
新
論
』
の
尊
皇
撰
夷
思
想

第
二
節
古
賀
個
庵
の
世
界
認
識

第
三
節
幕
末
日
本
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観

第
四
節
吉
田
松
陰
に
お
け
る
兵
学
と
朱
子
学
の
止
揚

各
節
は
、
基
本
的
に
、
既
発
表
の
個
別
論
文
に
修
正
を
加
え
て
成
っ
た

も
の
で
あ
る
。
各
節
の
元
に
な
っ
た
既
発
表
論
文
の
う
ち
、
も
っ
と
も
古

い
も
の
は
一
九
八
二
年
、
も
っ
と
も
新
し
い
も
の
は
本
書
刊
行
年
の
一
九

九
六
年
で
あ
る
。
そ
し
て
、
序
章
・
第
一
節
、
第
四
節
、
第
五
章
・
第
二

節
は
「
書
き
下
ろ
し
」
で
あ
り
、
序
章
・
第
二
節
、
第
三
節
は
、
刊
行
年

の
公
表
で
あ
っ
て
「
書
き
下
ろ
し
」
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
序
章
は
、

本
書
の
も
っ
と
も
新
し
い
部
分
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
節
観
山
の
経
世
策

第
五
章
幕
末
の
兵
学
と
朱
子
学

第
二
章
山
鹿
素
行
の
異
端
批
判

第
一
節
素
行
学
確
立
以
前
の
兵
学
と
朱
子
学

第
二
節
素
行
の
心
性
論

第
三
節
素
行
の
「
異
端
」
統
制
策

第
三
章
祖
侠
学
の
原
型

第
一
節
『
孫
子
国
字
解
』
の
思
想

第
二
節
兵
学
と
「
聖
人
の
道
」
の
接
点

第
四
章
反
祖
侠
学
者
の
兵
学
と
朱
子
学

第
一
節
闇
斎
学
派
の
『
孫
子
』
解
釈

第
二
節
松
宮
観
山
の
沮
棟
批
判

序
章
は
、
本
書
の
分
析
視
角
と
内
容
の
概
要
を
示
し
て
、
そ
の
結
論
的

主
張
を
述
べ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
や
や
詳
し
く
み
る

こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
前
田
氏
が
ま
ず
立
て
る
問
題
は
、
「
近
世
日
本
の
国
家
の
支
配

思
想
は
何
か
」
で
あ
る
。
前
田
氏
は
、
こ
の
問
に
対
す
る
答
と
し
て
、
か

つ
て
有
力
な
も
の
と
さ
れ
た
朱
子
学
を
、
近
世
国
家
・
社
会
に
と
っ
て
適

合
的
で
は
な
い
と
し
て
兵
学
を
挙
げ
る
。
何
故
な
ら
、
近
世
日
本
の
国
家

は
、
社
会
の
秩
序
を
武
力
に
よ
っ
て
保
証
す
る
「
兵
営
国
家
」
で
あ
り
、

そ
の
支
配
の
思
想
が
兵
学
で
あ
る
と
み
る
か
ら
で
あ
る
。

前
田
氏
に
よ
る
と
、
近
世
日
本
の
兵
学
は
、
戦
闘
方
法
・
戦
闘
装
備
を

扱
う
だ
け
で
な
く
、
軍
隊
統
制
論
と
戦
術
・
戦
略
論
を
中
心
と
す
る
も
の

こ
の
序
章
は
、
本
書
の
分
析
視
角
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
自
ず
と
前
田

氏
の
近
世
日
本
思
想
史
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

序
章
の
見
通
し
の
妥
当
性
は
、
以
下
の
諸
章
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
る
と
い

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
い
わ
ば
倒
叙
形
式
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
序
章
は
本
書
の
結
論
部
分
と
い
う
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
本
書
の
読
者
は
、
前
田
氏
が
序
章
で
示
し
た
近
世
日
本
思

想
史
の
見
通
し
を
、
各
節
に
お
い
て
そ
の
妥
当
性
を
検
証
し
つ
つ
読
み
進

む
こ
と
と
な
る
。
そ
の
妥
当
性
に
か
か
わ
る
わ
た
く
し
の
見
解
は
後
に
述

べ
る
。
さ
し
当
た
り
い
え
る
こ
と
は
、
本
書
が
極
め
て
明
確
な
方
法
論
的

意
識
に
貫
か
れ
て
構
成
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

｜
’
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で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
戦
時
だ
け
で
な
く
平
時
の
統
治
論
へ
と
展
開
し

て
い
る
。
兵
学
の
軍
隊
統
制
論
は
、
士
卒
を
全
体
の
立
場
か
ら
諸
機
能
の

分
担
者
と
し
て
合
理
的
に
組
み
合
わ
せ
、
各
自
の
私
的
判
断
と
行
動
を
厳

し
く
抑
圧
す
る
と
と
も
に
、
戦
闘
へ
向
け
て
の
自
発
的
服
従
心
を
喚
起
す

る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
大
将
が
士
卒
の
心
を
操
作
す
る
「
詐
術
」
が

重
大
な
意
義
を
も
つ
・
兵
学
は
、
こ
の
軍
隊
統
制
論
を
平
時
の
統
治
論
に

応
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
社
会
の
構
成
員
を
有
用
性
の
見
地
か
ら
分
業
論

的
に
捉
え
る
が
、
こ
こ
で
は
「
無
用
者
」
は
排
除
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
近
世
日
本
に
お
い
て
朱
子
学
が
多
く
の
真
面
目
な
学
者
に

よ
っ
て
学
ば
れ
た
こ
と
の
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
前
田
氏
は
、
「
朱

子
学
の
理
想
主
義
」
の
中
に
現
実
に
対
す
る
「
変
革
的
原
理
」
へ
の
「
可

能
性
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
自
由
」
と
「
平
等
」
の
観
念
が
あ
る
こ
と
に

認
め
る
。
ま
ず
、
人
間
が
自
己
の
主
人
で
あ
ろ
う
と
す
る
「
自
律
」
と
し

て
の
「
自
由
」
の
主
張
が
朱
子
学
に
は
あ
り
、
そ
こ
に
理
想
に
も
と
づ
く

現
実
批
判
の
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
朱
子
学
の
自
己
実
現
と
し
て
の

「
自
由
」
に
は
、
そ
の
実
現
の
対
象
と
し
て
の
「
理
」
が
階
層
的
身
分
秩

序
と
い
う
差
別
原
理
で
あ
る
が
故
に
、
下
位
者
の
上
位
者
へ
の
自
発
的
服

従
を
「
自
由
」
と
し
、
ま
た
上
位
者
に
よ
る
下
位
者
へ
の
強
制
を
正
当
化

し
得
る
と
い
っ
た
「
限
界
」
が
あ
る
。
だ
が
、
前
田
氏
は
、
こ
の
「
限
界
」

は
、
兵
営
国
家
の
中
で
の
朱
子
学
の
一
定
の
批
判
的
な
「
変
革
」
的
役
割

の
存
在
、
及
び
朱
子
学
は
外
来
思
想
で
あ
る
か
ら
「
強
制
」
に
結
び
つ
く

面
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
留
保
し
得
る
と
す
る
。

「
朱
子
学
の
理
想
主
義
」
に
お
け
る
「
平
等
」
に
つ
い
て
は
、
「
理
」
の

観
念
の
普
遍
性
が
人
間
の
本
心
の
次
元
で
の
平
等
観
念
を
基
礎
づ
け
、

「
一
定
の
限
界
を
有
す
る
と
は
い
え
」
、
そ
れ
が
男
女
平
等
の
み
な
ら
ず
、

被
差
別
者
へ
の
共
感
を
も
可
能
に
し
た
こ
と
に
重
く
着
目
す
べ
き
で
あ
る

と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
現
実
批
判
的
・
変
革
的
原
理
を
内
包
す
る
朱
子
学
は
、
近

世
の
兵
営
国
家
に
は
不
適
合
で
あ
り
、
し
か
も
兵
営
国
家
の
支
配
の
思
想

で
あ
る
兵
学
の
要
求
す
る
社
会
の
中
で
の
有
用
性
を
自
ら
示
す
こ
と
を
迫

ら
れ
る
が
故
に
、
朱
子
学
者
は
疎
外
感
を
つ
の
ら
せ
る
外
は
な
か
っ
た
と

す
る
。こ

う
し
て
、
前
田
氏
は
、
兵
学
と
朱
子
学
の
対
立
を
分
析
軸
と
し
て
近

世
日
本
思
想
史
を
見
通
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
序
章
・
第
四
節
で
両

者
の
対
立
点
を
、
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

第
一
は
、
集
団
と
個
人
の
次
元
に
お
け
る
「
法
」
と
「
理
」
の
対
立
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
兵
学
は
、
個
人
の
自
律
的
判
断
・
行
動
を
抑
圧
し
、

集
団
へ
の
個
人
の
自
発
的
服
従
を
求
め
て
「
詐
術
」
を
駆
使
す
る
が
、
朱

子
学
は
性
善
説
に
よ
り
個
人
の
主
観
的
判
断
・
行
動
に
根
拠
を
与
え
、

「
詐
術
」
を
批
判
す
る
。

第
二
は
、
自
国
認
識
と
対
外
認
識
で
あ
る
。
兵
学
は
、
日
本
中
心
主
義

を
培
養
す
る
が
、
そ
の
際
、
敵
ｌ
味
方
の
発
想
を
基
本
と
し
て
、
自
国
・

日
本
（
味
方
）
の
優
越
と
外
国
（
敵
）
の
劣
等
を
主
張
す
る
仕
方
で
「
華
夷
」

を
区
別
す
る
の
に
対
し
て
、
朱
子
学
は
、
理
の
普
遍
性
に
よ
り
自
国
中
心

主
義
を
批
判
し
得
る
。

第
三
は
、
経
済
活
動
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
兵
学
は
、
欲
望
解
放
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論
に
た
っ
て
積
極
的
な
経
済
政
策
を
と
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
は
一
八
世

紀
中
頃
か
ら
「
富
国
強
兵
」
論
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
朱
子
学
は
、
欲
望

制
限
論
に
た
つ
と
こ
ろ
か
ら
消
極
的
な
経
済
政
策
で
あ
り
、
内
容
的
に
も

貧
困
で
あ
る
が
、
朱
子
学
の
「
仁
政
」
の
理
念
は
「
富
国
強
兵
」
へ
の
理

念
的
な
立
場
で
の
批
判
の
根
拠
を
提
示
す
る
点
で
、
兵
学
の
経
済
政
策
と

は
対
照
的
で
あ
る
。

こ
の
序
論
で
、
本
書
の
分
析
視
角
、
さ
ら
に
内
容
の
概
要
ま
で
示
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
朱
子
学
と
兵
学
の
「
対
抗
・
癒
着
の
関
係
」

（
一
頁
）
に
つ
い
て
九
人
の
思
想
家
に
即
し
て
分
析
さ
れ
る
。

具
体
的
な
分
析
に
入
る
前
に
、
本
書
の
分
析
方
法
上
の
特
長
を
指
摘
し

て
お
く
。
そ
れ
は
、
未
翻
刻
史
料
に
数
多
く
あ
た
る
地
道
な
作
業
を
し
て

い
る
こ
と
、
よ
く
知
ら
れ
た
文
献
に
つ
い
て
も
精
密
な
読
み
直
し
を
行
っ

て
い
る
こ
と
、
研
究
史
を
十
分
に
踏
ま
え
て
再
点
検
を
し
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
思
想
を
一
定
の
歴
史
的
社
会
的
状
況
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て

捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
方
法
論
的
意

識
の
明
確
さ
と
相
ま
っ
て
、
論
証
に
説
得
力
と
具
体
性
を
与
え
て
い
る
。

本
論
に
あ
た
る
個
々
の
思
想
家
に
つ
い
て
の
考
察
を
み
る
段
取
り
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
、
ご
く
簡
略
に
各
節
の
考
察
結
果
を
素
描
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
分
析
の
積
極
的
意
義
、
い
い
か
え
れ
ば
批
判
的
に
検
討
に
値
す

る
論
点
を
、
こ
れ
ま
た
簡
略
に
指
摘
す
る
。

第
一
章
第
一
節
「
林
羅
山
の
挫
折
」
は
、
羅
山
の
「
天
地
の
間
の
一
廃

’
一
一

人
」
と
す
る
強
い
疎
外
感
の
存
在
を
、
兵
営
国
家
の
中
で
朱
子
学
の
立
場

を
貫
き
得
な
か
っ
た
挫
折
体
験
に
よ
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
「
決

定
的
な
思
想
的
矛
盾
」
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。

第
一
章
第
二
節
「
林
読
耕
斎
の
隠
逸
願
望
」
は
、
羅
山
の
四
男
林
読
耕

斎
が
、
朱
子
学
か
ら
す
る
現
実
政
治
へ
の
批
判
意
識
と
そ
の
裏
返
し
で
あ

る
現
実
か
ら
の
疎
外
感
に
よ
り
「
山
林
」
隠
逸
へ
の
願
望
を
も
ち
な
が
ら
、

儒
教
儀
礼
の
実
行
を
通
し
て
世
俗
を
改
変
す
る
努
力
を
継
続
し
た
こ
と
を

述
べ
る
。

こ
の
第
一
章
は
、
御
用
学
者
林
家
の
人
々
の
内
面
に
立
ち
入
る
こ
と
で
、

近
世
日
本
社
会
に
お
け
る
朱
子
学
者
の
疎
外
感
を
指
摘
す
る
も
の
で
、
従

来
か
ら
の
「
朱
子
学
不
適
合
説
」
を
一
歩
進
め
る
。

第
二
章
第
一
節
「
素
行
学
確
立
以
前
の
兵
学
と
朱
子
学
ｌ
素
行
の
「
遊

民
」
批
判
ｌ
」
は
、
素
行
学
確
立
以
前
の
山
鹿
素
行
の
思
想
を
、
一
貫
し

て
兵
学
に
儒
学
を
取
り
込
も
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
前
提
は
、
有

機
的
な
機
能
集
団
で
あ
る
軍
隊
組
織
の
軍
隊
統
制
論
と
、
軍
隊
組
織
の
編

成
原
理
を
そ
の
ま
ま
社
会
に
拡
張
す
る
も
の
で
、
朱
子
学
者
を
含
む
「
無

用
者
」
を
排
除
す
る
社
会
観
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

第
二
章
第
二
節
「
素
行
の
心
性
論
」
は
、
素
行
の
心
性
論
を
、
内
的
動

機
を
棚
上
げ
し
て
外
的
行
動
を
第
一
義
に
お
く
結
果
主
義
で
あ
り
、
自
己

の
個
人
的
感
情
や
価
値
観
を
抑
制
し
て
公
共
的
利
益
へ
の
志
向
を
求
め
る

も
の
と
し
、
朱
子
学
の
主
張
を
個
人
的
感
情
や
価
値
観
の
絶
対
化
だ
と
批

判
す
る
と
述
べ
る
。

第
二
章
第
三
節
「
素
行
の
「
異
端
」
統
制
策
」
は
、
素
行
が
仏
教
を
「
聖
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学
」
た
る
儒
教
に
対
す
る
異
端
と
し
、
こ
れ
を
統
制
す
る
方
法
と
し
て
日

常
生
活
全
般
の
外
形
を
画
一
化
す
る
風
俗
教
化
を
「
聖
人
の
礼
」
と
し
て

提
示
し
た
が
、
そ
れ
は
儒
学
の
価
値
観
と
は
全
く
別
の
兵
学
思
想
で
あ
る

と
述
べ
る
。

こ
の
第
二
章
は
、
素
行
の
思
想
を
「
兵
営
国
家
」
の
支
配
の
思
想
と
し
、

「
本
来
的
自
己
」
の
実
現
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
「
詐
術
を
縦
横
に
駆
使

す
る
」
人
間
観
を
前
提
し
て
い
た
と
す
る
と
と
も
に
、
彼
の
「
異
端
」
統

制
策
が
寛
文
期
の
歴
史
的
社
会
状
況
に
対
応
す
る
も
の
と
具
体
的
に
指
摘

す
る
。

第
三
章
第
一
節
「
『
孫
子
国
字
解
』
の
思
想
」
は
、
荻
生
祖
棟
の
朱
子
学

時
代
の
著
作
『
孫
子
国
字
解
』
が
、
『
孫
子
』
注
釈
に
お
い
て
朱
子
学
的

価
値
観
の
混
入
を
自
覚
的
に
排
除
し
て
『
孫
子
』
自
体
に
即
す
る
こ
と
で
、

士
卒
の
自
発
的
服
従
心
を
前
提
し
な
い
謀
略
的
な
軍
隊
統
制
論
を
提
示
し

た
と
述
べ
る
。

第
三
章
第
二
節
「
兵
学
と
「
聖
人
の
道
」
の
接
点
」
は
、
『
孫
子
国
字
解
』

の
思
想
と
祖
棟
の
儒
学
思
想
を
媒
介
す
る
の
が
『
易
』
で
あ
り
、
柤
棟
に

よ
る
『
易
』
の
卜
笠
言
説
・
易
老
説
の
支
持
・
『
易
』
と
鬼
神
の
不
可
分

説
を
挙
げ
、
柤
棟
の
儒
学
体
系
が
柤
棟
の
兵
学
思
想
を
原
型
に
し
て
い
る

と
述
べ
る
。

こ
の
第
三
章
は
、
沮
棟
学
の
原
型
が
『
孫
子
』
の
兵
学
に
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
祖
棟
学
と
兵
学
を
媒
介
す
る
も
の
が
『
易
』
解
釈
で
あ
る
こ
と
を

実
証
的
に
分
析
し
て
、
さ
ら
に
柤
侠
学
が
儒
学
の
体
系
で
あ
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
問
題
を
投
げ
か
け
る
。

第
四
章
第
一
節
「
闇
斎
学
派
の
『
孫
子
』
注
釈
」
は
、
闇
斎
学
派
の
山

口
春
水
の
『
孫
子
考
』
が
、
平
時
と
戦
時
の
原
理
的
区
別
を
設
け
る
こ
と

に
よ
り
、
戦
時
に
お
け
る
道
徳
的
価
値
か
ら
中
立
的
な
兵
法
固
有
の
原
理

の
承
認
が
生
じ
て
お
り
、
柤
棟
の
兵
学
的
思
考
と
共
通
性
を
も
つ
こ
と
を

指
摘
す
る
。

本
節
は
、
荻
生
祖
侠
と
闇
斎
学
派
の
間
に
兵
学
的
思
考
が
通
底
す
る
面

の
あ
る
こ
と
を
実
証
的
に
指
摘
し
て
、
近
世
日
本
の
思
想
家
た
ち
の
思
想

の
基
盤
に
あ
る
も
の
を
示
唆
す
る
。

第
四
章
第
二
節
「
松
宮
観
山
の
祖
棟
批
判
」
は
、
松
宮
観
山
が
、
柤
棟

学
の
基
本
的
枠
組
み
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
兵
学
で
は
智
略
を
後
天
的
に

獲
得
し
得
る
能
力
と
し
、
政
治
論
で
は
日
本
の
国
制
を
文
武
を
包
括
す
る

も
の
と
し
て
、
柤
棟
学
を
批
判
し
た
の
は
、
観
山
が
兵
学
者
で
あ
る
こ
と

に
よ
る
と
述
べ
る
。

第
四
章
第
三
節
「
観
山
の
経
世
策
」
は
、
観
山
が
、
当
時
の
歴
史
的
課

題
に
対
応
し
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
策
と
し
て
仏
教
を
民
衆
の
自
発
的
服

従
を
調
達
す
る
民
衆
教
化
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
位
置
づ
け
た
こ
と
、
経

済
政
策
と
し
て
貨
幣
・
富
の
流
通
の
活
性
化
を
求
め
る
積
極
策
を
と
っ
た

こ
と
を
述
べ
る
。

松
宮
観
山
を
論
じ
た
二
つ
の
節
は
、
柤
棟
と
対
比
す
る
こ
と
で
、
主
観

的
に
朱
子
学
者
で
あ
っ
た
観
山
の
兵
学
者
と
し
て
の
性
格
を
明
確
化
し
、

彼
の
仏
教
政
策
が
宝
暦
期
の
歴
史
的
社
会
的
状
況
に
対
応
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
五
章
第
一
節
「
『
新
論
』
の
尊
王
懐
夷
思
想
」
は
、
『
新
論
』
の
提
示
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す
る
擢
夷
策
と
祭
政
一
致
論
が
平
時
の
国
家
支
配
と
戦
時
の
軍
隊
統
制
と

一
体
化
す
る
兵
学
的
思
考
に
よ
る
も
の
と
し
、
戦
時
の
軍
隊
統
制
法
と
平

時
の
礼
楽
に
よ
る
支
配
の
分
離
を
前
提
す
る
沮
棟
学
と
は
思
想
的
断
絶
が

あ
る
と
述
べ
る
。

本
節
は
、
『
新
論
』
の
兵
学
的
思
考
を
照
射
す
る
こ
と
で
柤
棟
学
と
の

断
絶
を
指
摘
し
、
柤
侠
学
で
は
な
く
後
期
水
戸
学
が
明
治
以
後
の
国
家
神

道
の
先
駆
を
な
す
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
五
章
第
二
節
「
古
賀
桐
庵
の
世
界
認
識
」
は
、
朱
子
学
者
古
賀
桐
庵

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
よ
る
国
家
間
の
平
等
性
の
認
識
か
ら
、
中
国
・

日
本
の
自
国
中
心
的
独
善
主
義
へ
の
批
判
、
西
洋
の
政
治
・
道
徳
・
軍
事

技
術
の
卓
越
性
の
承
認
、
西
洋
の
「
窮
理
」
精
神
と
侵
略
性
の
相
関
性
の

洞
察
、
西
洋
の
侵
略
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
邪
教
観
の
連
鎖
か
ら
の
解
放
の

認
識
を
も
ち
得
た
こ
と
を
述
べ
る
。

第
五
章
第
三
節
「
幕
末
日
本
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
」
は
、
個
庵
『
鴉
片
醸

変
記
』
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
が
、
道
義
的
立
場
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
侵
略
性
を

批
判
し
、
中
国
の
自
国
中
心
的
独
善
主
義
を
敗
因
と
す
る
認
識
を
も
ち
得

た
点
で
先
見
性
を
も
ち
、
幕
末
期
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
を
方
向
づ
け
た
こ
と

を
述
べ
る
。

古
賀
桐
庵
を
論
じ
た
二
つ
の
節
は
、
自
分
自
身
を
無
用
者
だ
と
自
己
規

定
す
る
朱
子
学
者
個
庵
が
、
自
国
中
心
の
独
善
主
義
を
原
理
的
に
否
定
し
、

侵
略
主
義
を
明
確
に
否
定
す
る
道
義
的
価
値
観
と
現
実
認
識
を
も
っ
て
い

た
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
、
朱
子
学
に
お
け
る
普
遍
的
道
義
の
理
念
を
、

単
な
る
可
能
性
に
と
ど
ま
ら
な
い
現
実
的
事
例
と
し
て
提
示
す
る
。

以
上
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
あ
ら
ま
し
紹
介
し
た
の
で
、
次
に
は
、

そ
の
内
容
の
妥
当
性
に
か
か
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

さ
て
、
本
書
に
お
い
て
な
さ
れ
た
個
々
の
論
証
の
中
に
は
、
わ
た
く
し

に
と
っ
て
疑
問
と
思
わ
れ
た
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
箇
所
に
つ
い
て
も
、
前
田
氏
は
周
到
な
用
意
の
上
で
議
論
を
進
め
て
い

る
の
で
あ
り
、
い
ま
、
わ
た
く
し
が
、
紙
幅
の
余
裕
の
な
い
状
況
で
十
分

な
論
証
も
な
く
、
単
に
疑
問
の
要
点
だ
け
を
指
摘
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り

有
意
味
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
個
々
の
論
証
に
つ
い
て
の
疑
問

点
に
つ
い
て
は
、
い
ま
触
れ
る
こ
と
を
せ
ず
、
わ
た
く
し
自
身
の
論
考
が

用
意
で
き
た
時
点
で
、
改
め
て
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
と
し
た
い
。
こ
こ
で

は
、
前
田
氏
が
本
書
に
お
い
て
極
め
て
明
確
に
設
定
さ
れ
た
、
兵
学
と
朱

子
学
の
対
立
と
い
う
分
析
軸
の
妥
当
性
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
だ
け

述
べ
る
。

第
五
章
第
四
節
「
吉
田
松
陰
に
お
け
る
兵
学
と
朱
子
学
の
止
揚
」
は
、

吉
田
松
陰
が
、
幕
末
期
の
山
鹿
流
兵
学
の
欺
隔
性
と
昌
平
費
の
朱
子
学
の

暖
昧
性
を
批
判
す
る
中
で
、
仁
政
に
よ
る
民
心
の
獲
得
と
海
外
交
易
に
よ

る
軍
備
の
充
実
を
説
き
、
功
利
と
道
義
を
止
揚
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
思
想
を

展
開
し
た
と
す
る
。

本
節
は
、
吉
田
松
陰
に
お
い
て
儒
学
の
理
想
主
義
と
兵
学
の
功
利
主
義

が
止
揚
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
、
吉
田
松
陰
論
が
近
世
思
想
史

の
中
核
的
な
問
題
を
凝
集
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

四
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前
田
氏
は
、
兵
学
に
つ
い
て
、
「
近
世
国
家
は
（
中
略
）
兵
営
国
家
で

あ
っ
た
。
兵
学
は
そ
の
国
家
の
支
配
を
理
論
化
し
、
正
当
化
す
る
思
想
で

あ
っ
た
」
（
三
五
頁
）
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
朱
子
学
に
つ
い
て
は
、

「
近
世
日
本
の
朱
子
学
の
理
想
主
義
は
、
「
自
由
」
と
「
平
等
」
の
「
変
革
的
原

理
」
と
し
て
の
可
能
性
を
も
っ
て
い
た
」
（
五
五
頁
）
と
す
る
。
そ
し
て
、

「
兵
営
国
家
と
し
て
の
兵
学
と
「
変
革
的
原
理
」
と
し
て
の
朱
子
学
は
」
「
鋭

く
対
立
し
て
い
た
」
（
七
六
頁
）
と
両
者
の
対
立
の
次
元
を
示
す
の
で
あ
る
。

兵
学
に
つ
い
て
は
現
実
を
問
題
と
す
る
が
、
朱
子
学
に
つ
い
て
は
主
に
可

能
性
を
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
正
な
取
り
扱
い
と
は
い
え

な
い
の
で
は
な
い
か
。

前
田
氏
が
、
兵
学
に
つ
い
て
「
可
能
性
」
を
い
わ
ず
、
朱
子
学
に
つ
い

て
「
可
能
性
」
を
い
う
の
は
、
一
つ
に
は
、
兵
学
を
支
配
の
思
想
と
し
て

「
悪
玉
」
で
あ
り
、
朱
子
学
は
「
変
革
的
原
理
」
と
し
て
「
善
玉
」
と
す

る
価
値
観
点
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
兵
学
は
現
実
に
お
い

て
優
勢
で
あ
る
が
、
朱
子
学
は
、
「
変
革
的
原
理
」
と
し
て
現
実
的
な
力

た
り
得
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
兵
学
と
朱
子
学
へ
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
が
、
具
体
的
な

思
想
分
析
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
前

田
氏
は
、
朱
子
学
者
林
羅
山
に
つ
い
て
は
「
羅
山
の
主
観
的
な
意
図
・
動

機
を
す
く
い
と
っ
て
み
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
う
」
（
八
三
頁
）

と
主
観
に
即
し
た
内
在
的
理
解
の
必
要
を
説
く
が
、
兵
学
者
な
い
し
兵
学

的
思
考
を
ベ
ー
ス
と
す
る
山
鹿
素
行
ら
に
対
し
て
と
る
態
度
は
若
干
異
な

る
。
例
え
ば
「
素
行
は
主
観
的
に
は
「
周
公
・
孔
子
」
の
徒
で
あ
っ
た
が
、

客
観
的
に
は
兵
学
の
思
想
を
確
立
し
た
」
（
二
一
八
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、

彼
ら
の
朱
子
学
な
い
し
儒
学
思
想
に
つ
い
て
は
、
主
観
に
即
し
た
内
在
的

理
解
へ
の
努
力
を
示
す
度
合
い
が
少
な
い
の
で
あ
る
。

前
田
氏
は
、
こ
の
よ
う
に
近
世
日
本
の
兵
学
者
た
ち
が
朱
子
学
を
含
む

儒
学
を
真
面
目
に
学
ん
だ
こ
と
の
意
義
を
踏
み
込
ん
で
探
る
と
い
う
方
向

を
と
ら
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
兵
学
と
朱
子
学
（
な
い
し
儒
学
）
は
近
世

を
通
じ
て
対
立
し
続
け
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
本
書
の
最
終
節

に
な
っ
て
吉
田
松
陰
に
お
い
て
な
さ
れ
た
朱
子
学
と
兵
学
の
止
揚
は
、
そ

れ
ま
で
の
兵
学
と
儒
学
の
統
合
を
試
み
る
積
極
的
な
意
義
の
あ
る
営
為
の

積
み
重
ね
な
し
に
、
あ
た
か
も
突
如
と
し
て
彼
の
個
人
的
飛
躍
に
よ
っ
て

生
じ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

も
し
、
前
田
氏
が
、
近
世
思
想
史
の
分
析
視
角
を
、
兵
学
と
朱
子
学
な

い
し
儒
学
の
対
立
の
面
に
だ
け
で
な
く
、
両
者
の
統
合
の
面
に
も
お
い
て

い
た
ら
、
少
な
く
と
も
右
の
松
陰
の
思
想
の
生
成
は
、
も
う
少
し
必
然
性

の
あ
る
も
の
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
わ
た
く
し

は
、
儒
学
と
兵
学
を
止
揚
し
た
と
す
る
吉
田
松
陰
論
が
本
書
の
中
で
ま
こ

と
に
不
安
定
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
は
、
吉
田
松
陰
論
に

と
ど
ま
ら
な
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
、
本
書
の
全

体
を
貫
く
兵
学
と
朱
子
学
の
両
極
の
対
立
と
い
う
分
析
軸
の
妥
当
性
を
留

保
し
て
お
き
た
い
気
持
ち
を
、
わ
た
く
し
に
起
こ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
わ
た
く
し
は
、
こ
の
こ
と
が
本
書
の
学
問
的
価
値
を
損
ね

る
も
の
と
は
全
く
思
わ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
前
田
氏
自
身
も
い
う
よ
う
に
、

主
体
的
価
値
関
心
な
し
の
客
観
的
事
実
の
研
究
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
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張
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
た
が
故
に
、
学
問
的
刺
激
吟

わ
た
く
し
は
、
本
書
が
、
日
本
の
近
世
・
近
代
の
画

も
の
に
と
っ
て
の
必
読
書
と
な
る
も
の
と
考
え
る
。

前
田
氏
は
、
本
書
に
お
い
て
、
分
析
視
角
と
問
題
設
定
、
研
究
者
と
し

て
の
価
値
観
を
明
示
し
て
お
り
、
か
つ
論
証
も
明
蜥
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

読
者
は
、
本
書
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
主
張
に
つ
い
て
、
著
者

の
主
体
的
観
点
か
ら
ど
の
点
に
ど
の
よ
う
な
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る

か
を
比
較
的
容
易
に
判
別
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
本
書
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
主
張
に
つ
い
て
の
学
問
的
相
互
批
判
を
可
能
に
し
、
客

観
性
を
担
保
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
主

体
的
価
値
関
心
か
ら
し
て
発
掘
さ
れ
た
、
批
判
的
検
討
に
値
す
る
論
点
を

非
常
に
多
く
含
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
が
本
書
に
高

非
常
に
多
く
含
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
茎

い
学
問
的
価
値
を
与
え
て
い
る
理
由
で
あ
る
。

性
の
明
示
で
あ
る
。

得
な
い
。
問
題
は
特
定
の
価
値
関
心
に
も
と
づ
く
研
究
が
、
い
か
に
し
て

学
問
性
を
保
持
し
客
観
性
を
確
保
し
得
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
社
会
的
に
は
研
究
者
の
相
互
批
判
の
可
能

な
場
の
存
在
で
あ
る
が
、
研
究
者
自
身
の
こ
と
と
し
て
は
、
自
己
の
立
場

本
書
は
、
こ
の
よ
う
に
主
体
的
価
値
関
心
と
客
観
的
事
実
分
析
と
の
緊

を
も
っ
て
構
成
さ
れ
た
が
故
に
、
学
問
的
刺
激
に
み
ち
た
書
物
で
あ
る
。

た
く
し
は
、
本
書
が
、
日
本
の
近
世
・
近
代
の
思
想
史
に
関
心
を
も
つ

（
岡
山
大
学
教
授
）

日本思想史学29<1997)2o4


